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決驚翻雄

はじぬは

火ぬ&加汝デラ湖を大混原は北海遼⑳壮大な黛観を

形成篶でいる出養も熔平野を構成篶榔鴻表層堆積物

の特徴登愁涼じ烈満｡彩⑳騎徴勇泌勅海わ杓は平

野の生い宜ちを読敬意&淡で慧葛､す繍)ち鶏鰯紀

ぽなってが島火山と勿ルデラが轡噴出した火出砕贋物

が全道の平野部を広くおおい平蹄のそこここに湿原

を作った･そうしてそのような湿原は北海遣が寒

冷な気候条件下は抽かれているために泥炭や重粘土を

形成する場となった出したがって北海道における農

業開拓は火山灰土1重粘土および泥炭土などの特殊土

壌との斗いであった｡このよ夢紀形成されて間もな

い未熟な土壌を耕作土に改良するための基礎欝料あしで

北海道農業試験場では30年以上もの津月をかけて土性

調査を行ない錦王図ぽ見られるような泥炭と火山灰

性土の分布を明らかにした.これが北海道における

平野地質研究の基礎の1つになっている.

平野はいうまでもなく人間の生産と生清の舞台で

ある.北海道の平野は制する主要度榮はこれまで農

業であった.それゆ免農業生産の把削ζ必要な土

壌図秘作られたのは当然のことである由しかし北

海道の総合開発が進むにつれて北海道の工業地化と平

野部への人q集中秘ζの蝸牢閲ぽ顕著紀なりてきた哺

そのため工業用地の造成あ工業立地条件の改善のた

めに工業港(苫小牧工業港岨仮称札樽新港なだ)1道

路整備1地盤改良などの土木工欝が急ピッチ終計爾さ

れ施行されてきた蜜た平野部への人間の薬帯化

1はりてこれまで人の住んでい柱かった湿原帯蒲野紘

為㌔

住宅団地が造成されるようになってきた.このように

平野が多食的に利用されるに従って平野の土木工学で

の技術開発や水理地質学的知識が非常に必要になってき

た.たとえば軟弱地盤の研究は不等沈下や地震対

策のために水理地質図は工業用水や飲料水の確保の

ために沿=岸底質図や海岸平野の形成史は沿岸浸食の

対策と工業港の建設のためにそれぞれ重要な役割を果す

ことになるだろう.平野の諸々の性質が各方面から

の需要に応じていろんな専門家によって調査されてき

た.

以上のようであるから平野地質研究の意義はおのず

から明らかであるがその目標はこれまでの個々別々

に調査されてきた平野の諸性質を平野の形成史のなか

で体系つげ平野の利用と保全･改善のための基本的匁

指針を得ることにあるといえるだろう｡

これまでの道内における研究

平野地質の研究には大きく第四紀地質や火山地質

狂どの基礎的な研究と土壌学や水簸地質学などの床用

的な研究との2つの流れがみられる｡この2つの流れ

は本来不即不離の関係にあるはずなのであるが両

者が統一された研究は少ない.

基礎的な研究としては大塚弥之助(互鰯)の釧路地

方の段丘についての研究を職先とする｡平野の地質に

着目した最初の研究は石狩低地帯に関するものは長篇

巧カミ根釧原野に関するものは佐々保雄がともに矢部

長克教授還暦記念論文集(1938)に発表されその大網

が明らかになった.その後の耕究では湊正雄(1950)

が北欧の研究成果を基にして網走湖の地史について言

及した､この論文は永く北海道における沖積海侵

の標準資料として活用されてきた､しかし中野韓正

(1956)は筒本の平野を地形学的に総揺する申で次

のよう柾指摘を行なっている白すなわち欧米の中緯

度以北に位置する講平野は氷河との闘連において第

四紀地質学煮の好個のフィｰルド&なっている洪員本

の平野⑫ふう紀氷海秘発麓レなかり花地域では氷河と

の聞違を空とじ花研究労漆は煽い蔭勅触､硅花薦棋

界的なつながりを慾つ海繭変化のみ淡関遼をもつもの

当洛て検討される曲襲花瓶臓鐙(蝸9)は剃忍海

繭変動のみでは北海道の采野部⑳地形繭はで慧触叱

じで全道の新むい地質時代⑳地殻褒動終ついて総揺し

ている｡�



一41一

石狩低地帯においても石狩低地帯グルｰプ(1961)カミ

10数年間にわたって洪積層の研究を続けている世

他に木下浩二(ユ955)による石狩平野における第四

系層序と昇降運動金森定敏(ユ968)による勇払原野の

研究がある｡石狩平野ぽ分布する支笏降下軽石流堆積

物については勝井義雄(1958)による多くの研究があ

る彗平野地質とは直接関係しないが平野の形成は関

与する後氷期の海水準変動はついては湊正雄(エ966)

が津軽海峡の海底地形を基にして言及している曲大

島和雄(王96㍗王968)は沖積披の海水準変動の中で形

成されてきた潟湖1内湾を対象として後氷期の海水準

変動について言及した｡

床用的な研究では土壌学的研究薄蝦も古い､浦上

啓太郎ほか(1933)が胆振地方の火1山灰の分布につい

て報告して以来多くの研究があるか山田忍(195王)

は土壌断面の調査から沖積世における火山活動を報

告した,その後山田ぼか(1963)は北海道紀為け

る第四紀火山砕屑物の分布とその編年を総括した.土

質工学的な調査研究は多数あるが真井耕象(1962)

は標準貫入試験を基にし札樽地域の地耐力ぽっい

て報告した.応用的な面で特筆書れる研究に山口

久之助を中心とする北海道立地下資源調査所の永理地質

調査毅告(ユ96む王965他多数)かある彗多数のボｰリ

ング資料とその電気検層をもとにして石狩平野の地下

構造を明らかはした｡その他洪水対策のためには

科学技術庁資源局(1961)の石狩川泥炭地域の地形と水

害や石油資源開発のためにまとめた吾妻穣(1962)の
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第2顧沸穣履基底の深度分布と詞職綴の泥(泥炭を含む)

夏⑰0分率園上耶蘭関下騎繭図〔岡崎1966〕

石狩低地帯の地下構造の研究がある.

幾繭の研究課題

北海道爽所の平野地質研究の当面の課題の三つは石

狩平野の地形を構成堆積物と関連させて分類するζとで

あった｡その次の段階としては分類された平野の地

形面の形成順序を検討することになる.その花めには

石狩平野拶)第四紀の地史を明らかにしこれまでの多

くの先人の研究成果を平野の形成史の中での位置づけ

を行なう必要がある､たと史ば山口久之助ほか(工966)

はボｰリング資料を基にして詳細な水理地質図を作

った亭この報告の串で石狩低地帯1こおける支笏軽石

流堆積物の分布を明らかにし軽石流堆積物噴出以前

(31､婁00土1亘郷0RRYG出一713)には幅石狩川は

野幌丘陵の東側を通り太平洋に注いでいたがこの降

下軽着流はよって旧石狩川の流路はせき止められて

現在の流路をとるに至ったと推定している.その結果

お書瑚

旧流路にあたる長都や長沼などには急速に泥炭の堆積

が進んだ由この支笏軽石流堆積時期の海水準は現海

水準より4㈱位低く地形的には石狩湾側は太平洋側

より高かったと推定されている｡その後洪積世末に

現在より海水準が高くなった時にせ書止められていた

石狩川が石狩湾に注ぐようになった｡この海水準の
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上昇は洪積世末で20m以上に達しその後の海退過程

で江別砂丘や紅葉山砂丘が形成されだとしている.

しかし平野において支笏軽石流堆積物が海水準以上

の高さに分布している地域でその軽着流堆積物の上に

海成堆積物が発達しているところは見られない吉葉た

支笏軽石流堆積物を裁った海成段丘も見られない｡

この海進の証批とされる江別砂丘は海退遜糧ぽ形成さ

れた砂丘ではなくたんなる火山灰の飛砂1はる内隆砂

丘である.またもっと海岸寄りにある紐葉山砂丘は

沖積海進後に形成された砂丘と考えられているがその

砂丘断面は第遂図のようである.そして砂丘の火

山灰質砂と褐鉄鉱に汚染された砂層の間から縄文中期

の土器片が砂丘一帯にかけて多数発見された｡ざら

ば石狩高岡の紅葉山砂丘につながる段丘崖の砂層から

縄文前期(沖積海進の極頂期)の竪穴と土籍(海抜6～

7.5皿)が発見された由また紐葉山砂丘列の下位の海

抜6狐から一30mにかけてかなり厚く砂礫層が発達す

る｡これは周辺に分布する中1下部洪積統と慈れてい

る獅子内層や新第三系の材木沢層の岩相によく似てい

る晶以上のような点から沖積海進の規模樽海水準

で7服を越えることはなく紅葉山砂丘は洪積砂亜も

しくは材木沢層の延長部である可能性さ免ある､も

しこれが事実だとすると紅葉山砂丘の内側に発達す

る泥炭層の厚さや形成の時期砂丘外側の浅層地下水

カミ飲料は適することなどが合理的は説明される串ま

た砂狂は本来風下側に形成されるものであるが江

原言､
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第3図石狩平野南部の地形区分と支蟻軽石堆積物の分布

村瀬正(1968)の原図に山1コ久之動ほか(工蛾)⑳驚料を加筆
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葉山砂丘周辺の月別最多鳳肉および強風向は南東ない

し南々東で砂丘が破壊慈れるような風向で現在の営

力では形成され狂い｡そして冬季閥の北西季節風が

吹くときには砂浜は雪でおおわれ飛砂現象は見られた

い･この事実から石狩浜の大部分が洪積統からなる

とすると紐葉山砂任の土質工学的な性質は比較的安

定した状態にあるといえよう｡苫小牧工業港が新潮

砂並地の掘抜港であるため漂砂が著しく港の維持･

保全がたいへんであるが仮称札樽新港の場合には位

置選定を誤凄らなければ比較的安定した港を造成できよ

う｡蝸咋に行狂った策大海洋研究所の淡青丸による

石狩湾の調査結果を検討する機会を得たがそれによる

と石狩川の河道跡を海底地形50m以深に求めることは

できず海底堆積物も薄く紅葉山砂亜構成堆積物とよく

似た砂が海底ぽ露出しているようである.また採

集した堆積物中ぽ摂化石や鮮新世の有孔虫と推定される

ものカミ発見された｡平野地質調査研究のためには平

野周辺の海底地質についての資料が不可欠であることは

いうまでもない｡

支所におけるもう五つの課題は平野の深部の新第

三系ぽ胚胎する超深層地下水の開発である.このブ超

深層地下水Jとは福閏理(脳6)の命名によるもので

濃尾平野の長島温泉の開発以来その莫大な量とその利

用度の広い点から新しいエネルギｰ資源として注属され

ている.これほ地下増温率(平均33mに1℃上昇)

に斑って深度とともに温度が､ヒ昇した地下水でこのよ

うな地下氷が存在するためには含水鐙の大き荏新第三

系が地下深くまで分布していることが必要である.

1石狩低地帯における鮮新統の基底分布は第4図からわ

.かるようにかなり深く超深層地下水の開発地として

Iすこぶる有望である.すでに紅葉山砂丘やウトナイ

窮4図
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鶏嚢図鮮新渡義滋構造図

(吾妻醐帥原図を修飾加筆)�
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湖畔の地下800～ユ､000mの鮮断層中に50℃前後の趨深

留場猛案苗繊蘭英吉*措笈千嵐明明朝

岡部賢二串矢島淳吉

一蜜えかき

現在北海道には数多くの金属鉱山が稼動している｡

そこでは闇夜新鉱床探査の方針が検討巷れ地質構造調

査物理探査試錐調査探鉱坑道の闘さくが進められ

つつある自一方鉱床の成園は専門家の聞でとりあげら

れ鉱石研究織砦の変質研究鉱液進化研究租どの諸

テｰマとして地球化学的に体系づげられようとしている.

鉱似の開発添進むζ登に変りて鉱床の成因秘判明宗る揚

含もあれば鉱床の成顕淡明らが1詰れ葛慧淑磁りて

探査⑳基礎資料秘史られる揚含もあり鉱廉研窮⑳揚隠

潟いては基礎研究ぷ開発調査鎧は蕪⑬爾輸⑬畿夢な関係

熔ある紬峡よう皿鉱山地質学あ鍬臓鉱廉学の分野

では以上のよ列醐りの繭淋つね熔か婆碓禽りてい葛の

でζこではこの霧っ⑳爾は薄いで北海道はおはる研

究の壕状をおりおげるζお澄篶花.

潜頭鉱廉の探査終盤,歳がうつりゆ翁ある昨含の状況下

では繁宥らに些顯でも研究の経過壷反省じ将来ビジ

嚢ンを麗望すべ慧購熱靖独鴻聖恩完るし読巻各位

績抽かれても鉱床研究の将来諦蘭は関心齢る課題で勅る

う&思われるのでこの機会熔鳶珪3の課題を&りあげ

てみたいと忠勇古ご糠討桝耽湖泣海は幸いである苗

籔金属鉱床密築地域の広域調麓

拳業の推進機関として金属鉱物探鉱促進事業団がエ搬

停に発雇している.北海遣では蝸瞬記下川地域が

その翌年はは園高地域がそれぞれ対象地域としてとりあ

げられ多くの専門家がそれに参加してきている.

(†)下川底域調査

下川地域では1967年に地表調査物理探査が終了し

慧⑳地域の地質構造湾潮るか綻慈れ施､す滅)ち遂つ

の破砕瀞淋匿別凄れ花慧お績表顯溶室輝線砦体の分布

区域花鰯岩1斑繍瀞溶婆深成潜類の分布摩滅の楠亙の

位罎劣を効湖ら勤沈き松花｡慧漢がい閥魑登篶て獄

従来巣ぽ構耽樽違塗なる愁の&慈椛鷲沈圭輝線砦体は

爽は遜つの雁行する輝緑岩灘の簾含懇齢るζとそじて

個海⑳輝線猪体縁総板岩の無数⑳竜プ多をもっているこ

濠溶鋤瑚墜かおなり一般の輝線砦坐はその活動様式

め迂となるもので彫るうと誇免ら杓る款簑紀瓶顯花｡

錦三系終摩く広く潟おわれ仰煽下州北部地域芯は

地讃の徴候蜜随流驚探⑳緕果おが総合憲れて潜頭韮輝

緑岩体の分稀匿域鰯屍透ω晩嚢れるよう紀扱烈施､

慈てま輝線潜燃の策側終発達する鉱化勢断帯のと蔭克

方は俄然を杉て残され派閥題の工幻想ある｡主輝線砦

体の策側樽笈ぽぽ一憲⑳幅をも鶯で連続する岩脈輝線砦�


